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令和７年度 第２回 津駅周辺道路空間再編検討委員会 

議事要旨 
 

 

１．日 時 令和 7年 7月 23日（水） 15:00～ 

 

２．場 所 三重河川国道事務所 3階 災害対策室 

 

３．委 員 別紙のとおり 

 

４．議 事 

１）津駅周辺基盤整備の方向性(ビジョン) の策定について 

２）今後の検討について 

２－１）津駅東口広場周辺機能強化の必要性整理のとりまとめ 

２－２）歩道拡張案の検討について 

２－３）津駅周辺整備に係る先導的な官民連携導入可能性調査について 

 

５．委員からの意見 

１）津駅周辺基盤整備の方向性(ビジョン) の策定について 

（主な意見） 

・参考資料 3 に示されている整備の方向性に係る平面図について、西口にのみペデストリア

ンデッキの破線の記載があるが、東口への整備は検討しないと解釈されてしまわないか。 

・参考資料 3 に示されている整備の方向性に係る平面図について、ペデストリアンデッキの

整備検討対象が東口側も含んでいることを示すため、「ペデストリアンデッキ」の文字の

位置を東口側にずらしてはどうか。パース図ではペデストリアンデッキが描画されている

ため、整合が取れていないように感じる。 

⇒解釈に混乱が生じないようビジョン概要版資料の修正を検討する。【事務局】 

・市民が閲覧した際に、パースに描かれている施設がそのまま整備されると解釈されてしま

う懸念がある。あくまで方向性（ビジョン）であるということを強調したほうがよい。 

 

 

２）今後の検討について 

（主な意見） 

・事業の進め方として、東西自由通路やペデストリアンデッキのような核となる施設の整備

方針を先に決める例が多いため、方向性は早く決めた方が良い。また、県道を対象に検討

されている歩道拡張（ほこみち制度）についても、他施設の整備自由度を狭めてしまう可

能性も考えられる。整備工事の際の手戻りが発生しないよう整備順序や施工方法について

十分に検討いただきたい。 

⇒極力手戻りが発生しないよう整備順序や施工方法については十分に検討していきたい。

【事務局】 

・ペデストリアンデッキについては、先進的なイメージであるが、一階部の照度の低下や、

老朽化に伴う撤去の事例もあり、再編の必要性が生じてしまう点など、デメリットも想定

される。最新の事例等を踏まえ、望ましい姿について十分に検討いただきたい。 

⇒ご意見を参考に、検討を進めていきたい。【事務局】 
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２－１）津駅東口広場周辺機能強化の必要性整理のとりまとめ 

（主な意見） 

・自家用車の停留場所について、現況課題としては充足されているという結果となっている

が、利用者ニーズとしては不足しているという結果となっている。ニーズが生じている以

上は、拡張整備について検討される方針であるととらえてよいか。 

⇒資料で示している現況課題は、客観的指標に基づいたフラットな結果を示している。ニー

ズでは不足しているという意見もいただいているため、利便性向上のための再編や拡張の

可能性についても検討する方針である。【事務局】 

⇒昨今のトレンドもそうなっているが、本来、駅前広場はバス利用者や鉄道利用者といった

交通弱者への配慮を最優先とする空間であるべきである。自家用車の停留場所も取り入れ

るということは、あるべき姿から逆行することになる。今後、整備方針を検討される際

は、他駅の事例も踏まえ十分に検討されたい。 

 

 

２－２）歩道拡張案の検討について 

（主な意見） 

・特に意見なし 

 

 

２－３）津駅周辺整備に係る先導的な官民連携導入可能性調査について 

（主な意見） 

・本調査ではどこまでのアウトプットをイメージされているのか。 

⇒本調査では、市場動向および民間事業者の参入可能性の調査を行い、聞き取り状況に応じ

て今後の展開を考えていく。【事務局】 

⇒本調査で得られた結果をもとに、ビジョンに示されている方向性の解像度がさらに向上さ

れればと期待している。 

・賑わいの創出という観点では、ターミナルの上部空間活用に加え、老朽化が進んでいる津

チャムやアスト津、駅北東側の未利用地の利活用等についても、ぜひ検討いただきたい。

民間活力の活用も重要であるが、あくまで行政が先頭となって、取り組んでいただきた

い。 

⇒ご意見を参考に、関係機関と連携して進めていきたい。【事務局】 

 

 

以 上 
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別紙 


